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１． 策定の趣旨 
 

 

○ これまで整備してきた道路や下水道等の公共施設は、近い将来、老朽化等による大規

模修繕や大量更新が必要となり、公共施設の維持管理にかかる費用が増大することが

予測されます。一方、厳しい財政状況の下、公共事業の予算は年々減少しており、こ

のような状況が続くと、必要な公共事業の建設投資も困難となることも懸念されます。 

 

○ このような状況を踏まえ、計画的な維持管理を実施し、公共施設の長寿命化等を図る

ことにより、限られた予算で資産を安全・良好な状態で次世代に継承するための取組

や、また、現有する公共施設の有効活用ができるよう、効果的な資産運用・管理プラ

ンを策定します。 

 

○ 平成１７年度は、橋梁・舗装等のデータが整理されている道路施設について、持続的

かつ効率的に維持していくための「京都の道・長寿プラン」の検討に着手し、中長期

的な維持管理計画を策定し、平成１８年度に実施体制等を含めた維持管理実施計画を

策定します。さらに、来年度以降は、下水道等、他の公共施設についても検討を進め

ていきます。 

○ これまで整備してきた道路や下水道等の公共施設を府民の資産としてとら

え、安全・良好な状態で次世代に継承し、また、施設の有効活用ができるよ

う、公共施設の効果的な資産の運用・管理計画を策定します。 

平成１７年度 平成１８年度

•適切なメンテナンスの方法
•維持管理費の将来推計
•維持管理予算の最適配分

内容

他の施設(下水等)の
アセットマネジメント

検討開始

各施設毎のアクション
プランの策定

（施策立案）

アクションプランの
実施とマネジメント

（ＰＤＣＡ）

そ
の
他
の
施
設

◎地元協働による
道路活用の検討

◎維持管理基本計画
の策定

•実施体制の確立
•実施マニュアルの策定

内容

アクション
プランの
実施

平成１９年度
以降

継続
発展

継続
発展

施策

展開

•道路空間の有効活用
•府民協働による道路管理

継続
発展

京
都
の
道
・
長
寿
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

◎維持管理実施計画
の策定

◎地元協働による
道 路 活 用 方 策

平成１７年度 平成１８年度

•適切なメンテナンスの方法
•維持管理費の将来推計
•維持管理予算の最適配分

内容

他の施設(下水等)の
アセットマネジメント

検討開始

各施設毎のアクション
プランの策定

（施策立案）

アクションプランの
実施とマネジメント

（ＰＤＣＡ）

そ
の
他
の
施
設

◎地元協働による
道路活用の検討

◎維持管理基本計画
の策定

•実施体制の確立
•実施マニュアルの策定

内容

アクション
プランの
実施

平成１９年度
以降

継続
発展

継続
発展

施策

展開

•道路空間の有効活用
•府民協働による道路管理

継続
発展

京
都
の
道
・
長
寿
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

◎維持管理実施計画
の策定

◎地元協働による
道 路 活 用 方 策



 ２

２．京都府の道路の現状 

 

○ 京都府内の高速道路については、府域の南北縦貫軸となる京都縦貫自動車道や鳥取豊

岡宮津自動車道の早期完成、中部圏と関西圏を結ぶ新たな国土軸となる第二名神高速

道路などの整備が求められています。 

 

○ 京都府管理の道路は、主要地方道や一般府道の改良率※1が低く、地域の生活を支える

道路整備など、道路の新設・改良が強く求められています。 

※1 改良率：全道路延長に占める車道幅員 5.5m 以上の道路延長の割合 

 

○ 地域活性化に向けて道路空間の有効利用を求める声が高まるとともに、府民による 

道路空間の美化活動などの取り組みが活発になっています。 

 

 

○ 京都府管理の橋長 15m 以上の橋梁は、1950 年代から現在まで、年平均 15 橋程度が    

建設され、H17.4 月現在で 569 橋（橋梁延長:31,158m）となっています。 

 

○ 管理道路の延長は、近年大きな変化は見られないものの、舗装延長は高度成長期に  

急速に増加し H17.4 月現在で 2,091km となっています。 

 

 

① 道路に対するニーズの多様化 

② 現在の道路状況 
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○ 今後、老朽化による損傷などが進行し、橋梁や舗装の大量補修時期を迎え、維持管理

費が増大することにより、道路の新設・改築に関する投資（新規建設投資）が大幅に

減少することが予測されます。 

 

○ 一方、土木事業費は年々減少し、平成１６年度はピーク時（平成１０年度）の５０％

以下まで落ち込んでいます。 

 

 

○ また、道路沿いのスペースや、橋桁の下など、現状では必ずしも有効に活用されてい

ない部分があります。 

 

 

 

 

 

土木事業費などの推移 
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３．道路を管理する上での課題 

 
 
 
 
 
 
 
○ 今後、老朽化した施設が増加し「対処療法型」の補修では、３０年間で約３，０００

億円の維持管理費が必要と考えられ、現在の年間約５０億円の維持管理費では施設を

適切に管理できないだけでなく、大規模補修や橋梁の架け替えが一時的に集中するこ

ととなります。 

 

○ このため、計画的な維持管理を実施することにより、限られた予算で道路施設を最適

な状態に保つことが必要となってきています。 

 

○ ニーズの変化に対応するためには、限られた予算を「上手く、やりくり
．．．．

」していくこ

とが必要です。 

 

○ 道路の占用や使用についての画一的な制度運用により、既存の道路資産の有効活用が

妨げられている場合があり、安全性に十分留意した上で、求められるニーズに柔軟に

対応することが必要となってきています。 

 

 

○ 老朽化による大量補修時代が到来する一方で、新規建設ニーズ（地域の生

活を支える道路に対する強い改良要望）への対応 

○ 目立った損傷が発生してから対応する（「対処療法型」）補修方法の見直し 

○ 道路に求められるニーズの変化への対応 

○ 既存の道路資産の有効活用方法 
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４．「京都の道・長寿プラン」の基本方針 

 

 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ アセットマネジメント※2の考え方を導入した道路施設の維持管理計画を策定します。 

 

※2 アセットマネジメント：本プランではアセットマネジメントを、「道路施設を多面的な視点でとらえ、受益者に

とって最適なサービスを提供できる維持・管理および新規建設を継続的に実施するた

めの仕組み」としてとらえています。 

 

○ 予防補修により、安全・良好な状態で、施設を長寿命化します。 
 

○ 限られた予算で最大の効果が得られるよう、地域性や施設の重要度を踏まえ、地域に

応じたサービス水準を設定します。 
 
○ 計画的な維持管理を実施するための仕組みを確立します。 

 
○ 地域活動のための道路空間の活用について検討します。 

 
○ 府民協働による道路の維持管理に取り組みます。 

 

 

 

 

【基本的な考え方】 

○「対処療法的な補修」ではなく「計画的な予防補修」を実施することにより、施設

の長寿命化を図り、維持管理・更新費全体のコストを縮減します。 

 

○道路資産の有効活用について、安全性や公益性を十分考慮した上で、求められる府

民ニーズに対する柔軟な対応を検討します。 
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（１）道路施設の維持管理基本計画の策定 

①構造物毎のライフサイクルコストを把握し、適切なメンテナンス方法を確立し

ます。 

 

 

 

 

 

 

※3 劣化予測：施設の損傷が進んでいく過程を予測すること 

※4 ライフサイクルコスト：ライフサイクルコスト（Life Cycle Cost）とは、施設を建設・維持・撤去・更新（構造

物の一生）するための全てのコスト 

 

 

○ 施設の劣化予測※3により、将来の維持管理費・更新費を縮減します。 
○ 将来推計の精度を上げるための仕組みを確立します。 

○ 京都府の各地域の地域特性や構造物毎の特性に応じた、劣化予測方法を確立

します。 

○ 施設の劣化に応じた補修工法を選定し、ライフサイクルコスト※4が最小とな

る最適補修時期を把握します。 

○ 実際に行われた工事の工法や費用などの工事履歴を蓄積する仕組みを検討

します。 
○ 橋梁や舗装等の点検について、より効率的かつ確実な点検方法を検討しま

す。 

具体施策への展開

日常点検の実施

定期点検の実施

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

最適補修時期

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

最適補修時期
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②地域特性に応じたメリハリのある維持管理計画を策定します。 

エラー! 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

○ 次の４つの視点から評価します。 

■安全性 ■補修コストの増加 ■経済損失 ■景観・環境 

○ 評価結果に基づき、対策の重要度を判断し、投資効果が最大となる『メリハリ

ある維持管理』が実施できる計画とします。 

○ 施設に求められるニーズ、地域性を考慮したサービス水準を設定し、府民

にわかりやすい形で示します。 
○ 限られた予算を最大限に活用する仕組みを確立します。 

具体施策への展開 

「施策展開イメージ」 

「視点のイメージ」 

交通量
など

周辺環境
など

迂回路
など

劣化の種類
など

安全性安全性 補修コスト増加補修コスト増加 経済損失経済損失 環境・景観等環境・景観等

メリハリのある維持管理計画メリハリのある維持管理計画

点検・劣化予測点検・劣化予測

視 点

サービス水準の設定サービス水準の設定

評価
項目

被害が発生する確率
と

発生した場合の影響

交通量
など

周辺環境
など

迂回路
など

劣化の種類
など

安全性安全性 補修コスト増加補修コスト増加 経済損失経済損失 環境・景観等環境・景観等

メリハリのある維持管理計画メリハリのある維持管理計画

点検・劣化予測点検・劣化予測

視 点

サービス水準の設定サービス水準の設定

評価
項目

被害が発生する確率
と

発生した場合の影響

安全性に関わる視点 補修コストに関わる視点

経済損失に関わる視点 環境、景観等に関わる視点

対策の遅延による
補修コスト増加

景観の悪化による
周辺への影響

大規模補修等に伴う
通行規制

路面の凹凸による
道路通行者の損害 補
修

コ
ス
ト

最適補修時期

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

安全性に関わる視点 補修コストに関わる視点

経済損失に関わる視点 環境、景観等に関わる視点

対策の遅延による
補修コスト増加

景観の悪化による
周辺への影響

大規模補修等に伴う
通行規制

路面の凹凸による
道路通行者の損害 補
修

コ
ス
ト

最適補修時期

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
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「サービス水準設定方針」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要対策  直ちに対策を実施する必要あり 

対策検討  必要に応じて対策を検討 

継続  現状の点検・監視を継続 

許容可能  問題なし，点検頻度の低下も可能 

○ 視点ごとに複数の評価項目を設定し、被害が発生する確率と発生した場合の

影響の大きさによって、サービス水準を設定します。 

○ 被害が発生する確率については、点検や調査により得られた施設の損傷度を

評価します。 

○ 被害が発生した場合の影響の大きさについては、視点ごとに以下のように評

価項目を設定し、サービス水準を設定します。 

① 安全性の視点については、交通量の大小、道路種別（幹線系道路、地

域道路など）を評価します。 

② 補修コストの視点については、対策を先送りした場合の、ライフサイク

ルコストの増加額を評価します。 

③ 経済損失の視点については、路線区間を規制した場合の渋滞、迂回路

の有無などによる道路交通の経済損失額を評価します。 

④ 環境、景観等の視点については、歴史性や周辺状況などの地域特性を

評価します。 

交通量 

わ
だ
ち
掘
れ
量

多少 

大 

小 

安全性のサービス水準設定例 
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（２）道路資産の有効活用 
①道路空間の有効活用について検討します。 

 
 
 

 

 
②府民協働による道路管理に取り組みます。 

 
 
 

   

※さわやかボランティアロード・・・住民や企業がボランティアで道路の除草・清掃・植裁などを行うしくみ 

※地域と一体となった歩道除雪・・・歩行者スペースを確保するために、住民と行政が一体となって除雪を行うしくみ 

「余り地」 「橋桁の下の未利用地」 

「ロードパーク」 
（道路沿いに設置された駐車・休憩スペース）

○ 地域のニーズを踏まえ、既存の道路空間（余り地、ロードパーク、橋桁の下な

ど）の有効活用について、安全性や公益性にも配慮しつつ、府民参画の立場か

ら検討します。 

○ ボランティアロード、歩道除雪など府民協働による道路管理に取り組みます。

「さわやかボランティアロード」 「地域と一体となった歩道除雪」 
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５．今後の取り組み 

「平成１７年度」 

 

「平成１８年度」 

 
「平成１９年度以降」 

 

 

 

 

○ 維持管理実施計画の策定 

 実施体制の確立 

♦ 役割分担の明確化 

♦ 年間タイムスケジュールの策定 

 実施マニュアルの作成 

♦ 橋梁点検マニュアル 

♦ 舗装点検マニュアル 

○ 維持管理基本計画の策定 

 ライフサイクルコストを把握した適切なメンテナンス方法の確立 

♦ 京都府の各地域の地域特性や構造物毎の特性に応じた、劣化予測方法

を確立 

♦ 施設の劣化に応じた補修工法を選定し、ライフサイクルコストが最小

となる最適補修時期を把握 

1

2

3

4

5

0 10 20 30 40

竣工後経過年数

損
傷

度

   

 地域特性に応じたメリハリのある維持管理計画の策定 

♦ 安全性、補修コストの増加、経済損失、景観・環境の４つの視点で地

域特性を評価 

♦ 視点ごとに複数の評価項目を設定し、被害が発生する確率と発生した場

合の影響の大きさによってサービス水準を設定 

劣化予測のイメージ 

ＰＤＣＡサイクルに

よる維持管理の実施 
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【参 考】 

○ 公共施設等の効果的な資産運用・管理プラン検討委員会メンバー 

 委 員 名 現      職 適  用 

座長 小 林
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 潔 司
き よ し

 京都大学大学院工学研究科教授  
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は っ と り
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 京都大学大学院工学研究科助教授  
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 社団法人 日本自動車連盟京都支部事業課長  

委員 西 村
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 千 文
ち ふ み

 非営利団体「ＲＳ－京都」代表  
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か つ え

 京都府立大学人間環境学部助教授  

委員 山 田
や ま だ

 忠 史
た だ し

 京都大学大学院工学研究科助教授  

（敬称略 委員は五十音順） 

○ 公共施設等の効果的な資産運用・管理プラン検討委員会 経過 

 日  時 場  所 備  考 

第 1回検討委員会 
平成 17 年 8 月 24 日 

午後 1:30～3:30 
ルビノ京都堀川  

第 2 回検討委員会 
平成 17 年 9 月 5日 

午前 10:00～12:00 
ルビノ京都堀川  

第 3 回検討委員会 
平成 17 年 11 月 28 日

午前 10:00～12:00 
ルビノ京都堀川  

○主な検討委員会での意見 

• 地域特性などの評価方法が課題である。 

• 経済損失の視点では、旅行速度や事故発生数、渋滞発生状況なども要素に取り

入れてはどうか。 

• 環境・景観の視点では、歴史性や周辺状況などを評価できるように取り組んで

はどうか。 

• 災害時や緊急時の視点で道路の信頼性、代替性も検討してはどうか。 

• 府民からの情報を的確に把握できるシステムや道路管理者からの情報を府民

に伝える手段について検討してはどうか。 

• 予防保全により、最低限のコストで維持管理することをベースとしつつ、渋滞

や迂回による経済損失、景観や環境への配慮によるコスト増について、理解を

得る必要がある。 

○主なパブリックコメントでの意見 

• 構造物の点検は高度な技術を必要とするため専門家の意見を聞くことが必要

である。 

• 二輪車にとって、減速帯・路面凍結防止のための溝・わだち掘れなどが危険で

ある。 


